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研究成果の概要 

植物は移動することはできないが、周囲の環境変化に応じて成長方向を制御して、自らの形を

環境に適応させる能力を有している。この成長に伴った身体の形の変化は「成長運動」と呼ばれ、

様々な環境からの刺激に応じて、植物の器官が不均一に成長（偏差成長）することで引き起こされ

る。偏差成長は植物ホルモンであるオーキシンの偏差分布に従って制御されるという説（コロドニ

ー・ウェント説）が提唱されており、現在も概ね支持されている。しかしながら、植物の器官の成長を

細胞レベルで精密に計測することが技術的に困難であったことから、偏差成長がどのような細胞の

動態によって駆動されるかは明らかになっていない。そこで、本研究では、重力に応答した根の屈

性反応をモデルケースとして、偏差成長を引き起こす個々の細胞動態を精密に計測し、それを時

間的・空間的に制御する分子機構を明らかにすることを目指した。 

本研究では重力方向へ成長する植物の根を自然に近い状態で経時観察することが可能な水平

光軸型動体トラッキング顕微鏡を開発し、これをもちいて根の屈曲の駆動機構を解析した。2023年

度は、曲率の時間変化から根の屈曲の特徴を捉える手法、および、細胞伸長を精密計測する手

法を確立し、根は重力刺激に応答して、細胞伸長を時空間特異的に２段階に変化させて、屈曲を

実現していることを明らかにした。今後は重力刺激の角度に応じて屈曲量を調整する仕組み、およ

び、重力刺激に応答して時空間特異的に細胞伸長を制御する仕組みの解明に取り組む。 
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